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このたびは、セキスイ小型合併処理浄化槽SGCN型をお買い求めいただき、誠にありが
とうございました。この「施工要領書」をよくお読みになり、正しい施工を行ってください。

施　工　要　領　書

■特に注意していただきたいこと
   この施工要領書では、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然に防止するため
に、説明文や製品に次の表示をしています。表示と内容を必ずお読みになり、よく確認し
てください。この要領書で使われている表示マークには、次のような意味があります。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が傷害を負
う危険および物的損害※の発生が想定される内容を示しています。

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。

一般的な注意事項

警告

注意

工事店（施工業者）の方へ
●工事前には、必ず関係官公庁に所定の申請書を提出して、許可を得てください。
●取扱説明書に添付してある保証書に、型式、据付年月日、使用開始年月日、販売
 ・工事店名を記入し、取扱説明書（保証書付）をお客様へ必ずお渡しください。ま  
  た、施工要領書、維持管理要領書も一緒にお渡しください。
●電気工事は、必ず電気工事士の資格をもつ専門業者に依頼してください。
●工事を行う前には、部品が揃っていることを確認してから工事を進めてください。

セキスイ小型合併処理浄化槽
SGCN-5,7,10
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･･･５）感電・発火事故防止

･･･１）マンホール・点検口などからの転落・
　　　傷害事故防止

(1) 工事中は、必要なとき以外はマンホール・点検口などのフタを必ず閉めてください。
(2) マンホール・点検口などのフタのひび割れ・破損などの異常を発見したら、直ち
　に取り替えてください。
　　これらの注意を怠ると、転落・傷害の生じるおそれがあります。

･･･２）傷害事故防止
槽の吊り下げ・据え付け作業には、玉掛けを確実に実施し、槽の下には立ち入らないよ
うに、安全を十分に確認して作業してください。

　これらの注意を怠ると、傷害事故の発生するおそれがあります。

･･･３）転落事故防止
据え付け後の水張り、浮上防止金具の取り付けなどの作業時に槽本体に直接載ると、
滑りやすく落下する危険があります。足場などを使用し、注意して作業してください。

　これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の発生するおそれがあります。

･･･４）転落事故防止
埋設工事に際して、穴を掘った周囲には、防護柵を作り、関係者以外立ち入らないよう
にしてください。

　これらの注意を怠ると、転落事故（傷害）の発生するおそれがあります。

(1) 電気配線工事は、電気工事士の資格をもつ電気工事業者に依頼してください。
(2) ブロワにはアース端子が付いていますので、電気事業法による「電気設備に関する
     技術基準を定める省令」に基づくD種接地工事を行ってください。
(3) ブロワのカバーは、必ず取り付けてください。
(4) 電源の一次側には、漏電遮断機（ELB）を付けてください。
　　これらの注意を怠ると、感電・発火の生じるおそれがあります。

･･･６）消毒剤による器物破損事故防止
(1) 消毒剤を開封する前に、浄化槽へ流入する排水元の設備・機器（トイレ、浴室、
　洗面台、台所など）のトラップが、切れていないことを確認してください。
　また、浄化槽の放流側の配管に、他の排水管が接続されている場合は、トラップが
　有ること、トラップが切れていないことを確認してください。
　　これらの注意を怠ると、トラップが切れている場合に、消毒剤の塩素ガスによっ
   て設備・機器が腐食し、器物破損・傷害の生じるおそれがあります。
　   また、浄化槽設置後、長期間使用しない場合は、消毒剤を浄化槽から取り外し
　て保管してください。

警告

警告

警告

注意

注意

注意

安全のため必ずお守りください



�

浄化槽工事は、工事現場で浄化槽設備士が指導してください。

　１　浄化槽の設置届けを確認してください。
　２　工事施工要領書・工事仕様書、浄化槽工事の技術上の基準などの諸法令を、確実　
　　   に守って工事してください。
　　　工事が不完全な場合は、槽の破損による汚水漏れ・処理水質の悪化などの原因に　
　　　なります。
　３　電気工事は、必ず電気工事士の資格をもつ専門業者にお願いしてください。
　４　ブロワを設置する場所は、通気・防湿・騒音に配慮してください。
  　　 振動防止のために、基礎はコンクリ－ト製とし、ブロワ自体の重量や振動に耐え
         るものとしてください。
  　　 据え付けコンクリ－トの基礎は、建築物と直接つなげることなく、２０cm以上
         離し、地盤面（ＧＬ）より１０cm以上高くし、ブロワの外寸より５cm大きくし
         てください。　
  ５　工事は浄化槽工事の技術上の基準を守り、特に、基礎工事、埋め戻し工事、上部　　
　　　スラブ打設などは、施工要領書に基づき正しく行ってください。
　　　また、駐車場・車庫にする場合、交通量の多い道路沿いに設置する場合、近くの
　　　建築物の荷重が槽本体に影響する場合、軟弱地盤に施工する場合、多雪地帯に設　
　　　置する場合などは特殊工事になりますので、槽本体に影響を及ぼさない補強工事　
　　　を行ってください。
　６　浄化槽を破損しないように、埋め戻しには、次のような事項に注意し作業してく　
　　　ださい。
　　　１）水張りのあとに、埋め戻し作業を行うこと。
　　　２）埋め戻しの土は、石ころなどが混入しない良質土（山砂など）を用いること。
　　　３）埋め戻し時に、重機のバケットなどを槽に当てたり、高い所から埋め戻しの　
　　　　土を落とさないこと。
　７　設置工事完了後は、工事チェックリストで確認してください。
　８　使用者に、浄化槽の保守点検業者と維持管理契約をするよう指導してください。
   ９　ブロワの段ボール箱に同封してある取扱説明書（保証書付）、施工要領書及び維
         持管理要領書を使用者に手渡してください。
１０　浄化槽の設置工事に関して不詳な点は、弊社営業所にお問い合わせください。　　

一般的留意事項
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汚水升フタ
密閉形

汚水升フタ

空気穴

トラップ升

排水管

５～１０cm

トラップ

洗面台

インバート升

洗面台

トラップ

(1) インバート升には、密閉形のフタを使用してください。

(2) 洗濯機用排水口のようにトラップがない場合は、トラップ升を設置してください。   

トラップ機構がないと、臭気が升を通して室内に侵入するおそれがあります。

◯　臭気について
　浄化槽は、使いはじめに臭気が発生することがあります。この臭気が外部に漏れたり
　配管をつたわって室内に逆流しますと不快になりますので、次のような工事を行って
　ください。
   又、９頁，１８頁を参照ください。

工　事　悪　例　集

(3) 洗面台のようにトラップがある場合には、ダブルトラップにならないようにして
　ください。ダブルトラップになりますと排水が悪くなったり、トラップ切れにより
　臭気が侵入しやすくなります。
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浄化槽の維持管理性向上及び浄化性能確保のため、次の工事を行ってください。

◯　配　管　工　事
(1) トイレからの配管、流し台、お風呂、洗濯機等からの配管は、インバート升で継ぎ合わせ、
　浄化槽に継いでください。１０頁を参照ください。
　（配管の維持管理ができなくなり、臭気発生の原因にもなります。）

インバート升

(2) 浄化槽内へは、絶対に雨水が流入しないようにしてください。

　　（浄化槽にかかる負担が大きくなり浄化性能が低下します。）

雨ドイ

雨ドイ

生活排水

別排水

生活排水

※浄化槽の基礎工事、上部コンクリートスラブ打設および排水管のインバート升の図示は省略してあります。

(3) 放流側の配管も雨水の配管と接続しないようにしてください。

　　（浄化槽の臭気等が雨水配管より逆流する場合があります。）
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◯　槽の水平について
　槽が水平に設置されていないと、水位差により浄化槽の能力が低下することがあります。槽は、
水平に設置してください。詳細は、９頁を参照ください。

※浄化槽の基礎工事および上部コンクリートスラブ打設の図示は省略してあります。

◯　配管勾配
　汚水が浄化槽に円滑に流入し又、流出するためには配管の落差が必要です。

(1) 配管勾配は 1/100 以上とってください。（1mの距離で 1cmの落差）
(2) 流出管は放流先の最高水位よりも高く (10cm程度 )設置してください。
　詳細は１０頁を参照ください。

水位線

Ｇ.Ｌ Ｇ.Ｌ

水位線

G.L
側溝

余裕高さをとる

　勾配(約1/100)

→家庭より

　勾配(約1/100)

インバート升

側溝

余裕高さがない

　勾配がとれていない

インバート升

→家庭より

G.L

◯　深埋め
配管勾配等により浄化槽を深埋めする場合は、30cm以内としてください。

※30cmをこえると
・大きな土圧が浄化槽本体にかかり、槽が変形したり破損するおそれがあります。
・維持管理が困難になります。
※ 本施工方法で 30cmをこえる場合は、以下の特殊工事により、深埋めを 30cm以内としてください。
　　・原水ポンプ槽を設置する工事。（６頁を参照）
　　・ピットにする工事。　ピット工事は、１６頁を参照してください。

立上枠
G.L

深埋めが30cmをこえる
立上枠

深埋めが30cm以内

G.L
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◯　ポンプによる流入（原水ポンプ槽を設置する場合）
(1) 原水ポンプ槽から浄化槽へ汚水を移送する場合は、必ず流量調整を行ってください。移送量の
　目安は下表のとおりです。
(2) ポンプは２台以上設置し、自動交互運転と同時運転 (流入水が多い時 )に対応できるようにし
　てください。

※ 電気配線工事は、必ず専門の電気工事業者に依頼してください。
ポンプ（1台）

ポンプ（２台）

流量調整升(分水計量装置)

G.L

G.L

原水ポンプ槽（別売）

◯　ポンプによる放流（放流ポンプ槽を設置する場合）
　処理水の放流先が浄化槽の流出管底より浅い場合や、浄化槽の流出管から放流先までの配管に勾
配がとれない場合は、放流ポンプ槽により処理水を放流先まで圧送します。
(1) 放流ポンプ槽から放流先までの配管は、処理水が配管内に溜まらないようにしてください。
(2) 流出管は放流先の最高水位よりも高く (10cm程度 )設置してください。
(3) 放流ポンプ槽を設置する場合、必ず臭突配管工事を行ってください。（関連項目：18頁参照）

※ 電気配線工事は、必ず専門の電気工事業者に依頼してください。

放流ポンプ槽（別売）

G.L

側溝

ポンプ（２台）

G.L

ポンプ（２台）

余裕高さをとる

余裕高さがない

臭突口 臭突管取付

人槽（人）移送量 (L/ 分）
5
7
10

1.6 ～ 1.8
2.3 ～ 2.5
3.4 ～ 3.6
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◯　ブロワの設置
ブロワの基礎は、建物と直接つながらないようにしてください。騒音、振動の原因になります。
詳細は１０頁を参照ください。

ブロワブロワ

10cm以上あげる

20cm以上はなす
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　本浄化槽には、槽本体の他に、ブロワ 1台、および添付書類が付属しています。
マンホ－ル部品は本体に固定して出荷します。次の部品がそろっていることを確認して
ください。

部品一覧表

製品仕様について

※構造図（認定シート等）に表示されている浄化槽の全高、流入管底および流出管底は、マンホー
　ル枠の高さを含んでいません。
※施工時に流入管底および流出管底を確認するときは、下図に示すように、マンホール枠上端面
　から流入管ソケットおよび流出管ソケットの上端面までの寸法を参考にしてください。

435

G. L

 Ｂ
400

流出管ソケット上端面

流出管（VP管の場合）
流出管ソケット

G. L

285

35

 Ａ
250

流入管（VP管の場合）
流入管ソケット

マンホール枠上端面
流入管ソケット上端面

173

単位(mm)

Ａ Ｂ

Ｈ

Ｌ
Ｗ

323

35

(mm)

※マンホールフタ、ワクは本体にバンドで固定されています。
※添付書類の中には、本施工要領書の他に取扱説明書（保証書付）および維持管理要領書がある
　ことを確認してください。

人　槽 5 7，10
部　品　名 荷　姿 数　量 荷　姿 数　量
1.　浄化槽本体 裸 1式 裸 1式
2.　ﾏﾝﾎ - ﾙﾌﾀ･ﾜｸ  φ 450 裸 2個 裸 1個
3.　ﾏﾝﾎ - ﾙﾌﾀ･ﾜｸ  φ 600 裸 1個 裸 2個
4.　ブロワ 

ダンボ－ル箱

1台

ダンボ－ル箱

1台

5.　ｺﾞﾑﾎ - ｽ ､ ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ ﾎ - ｽ 1 個
ﾊﾞﾝﾄﾞ 2 個

ﾎ - ｽ 1 個
ﾊﾞﾝﾄﾞ 2 個

6.　添付書類 1式 1式

人   　槽
5 7 10

部 　品　 名

1.　長さ（L） 2,155 2,775 3,115

2.　幅（W） 980 1,230

3.　高さ（H） 1,755

4.　流入管底（Ａ） 250

5.　流出管底（Ｂ） 400

6.　空気口管径 VP13

7.　ブロワ　交流 100V
型式 FP-60SH

（吐出量 60L/ 分 )
型式 FP-80SH

（吐出量 80L/ 分 )
8.　本体質量（kg） 225 275 370
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■トイレ、厨房、風呂など、排出点に近い場所に設置してください。
　排出点から浄化槽までの距離が長いほど深埋めになるため、原水ポンプ槽や放流ポンプ槽を設けなければな
　らない場合がでてきます。
■建物の中や周囲が壁に囲まれている場所には、設置しないでください。
　臭気がこもる原因になります。また、保守点検や清掃が行えない場合があります。
■玄関先や飲食店の出入り口などには、設置しないでください。
　臭気が家に入ったり、保守点検や清掃が行いにくくなります。
■バキュームホースが届く場所に設置し、浄化槽の上部は保守点検や清掃が容易に行える場所を確保して
   ください。
■建物のそばや車が通る道路沿いなどに設置する場合は、建物や車などの荷重が浄化槽にかかって槽が破
   損するおそれがありますので、浄化槽に荷重がかからないように十分な対策を行ってください。
■寒冷地においては、凍結深度以下になるよう設置してください。（２０頁参照）

基礎工事 標準工事における地耐力は、5t ／ m2 以上です。5t ／ m2 未満の場合は、補強
工事を実施してください。

基礎工事は、下表の寸法を参考にしてください。

据え付け工事

■槽は必ず水平に据え付けてください。..... 水平勾配は 1／ 200 以下としてください。
　浄化槽が傾いていると、槽内の水の流れやばっ気などに偏りが生じ、処理機能が低下して処理水質
　が悪化する原因になります。　　
■据付の方向（流入、流出の方向）が正しいことを確認してください。
■水準器を槽のマンホール枠に数ヶ所あてて、槽の水平を出してください。
■槽を吊り上げるときは、必ず４点吊りにしてください。
■吊り上げから吊り降ろしまでは槽に衝撃を与えない様に注意してください。
■槽には、重心位置を記してありますのでフォークリフトなどで槽を持ち上げるときは、重心位置が
   中央になるようにしてください。
   槽落下による事故の原因となります。
■湧水があるときは、浮上防止工事を行ってください（１６頁参照）

ワイヤーロープの掛け方 水準器のあて方

■左図は基礎スラブを図示したもので、
   掘削図ではありません。
■掘削時には、労働安全衛生法による掘
   削勾配にしたがって掘削工事を行って
   ください。
■コンクリート厚など行政庁の指導があ
   る場合は、指導に従ってください。

設置場所の選定

設置工事

4点吊り 60°以下
吊り用フック

水準器を数ヵ所当てる 水準棒

マンホール枠

人　槽 W L H1 H2
5

980
2,155

1,755 1,9907 2,775
10 1,230 3,115

 Ｗ

H2

H1

100
35

100

流入

流出

底版
コンクリート

捨て
コンクリート

L

割栗石

(mm)
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埋め戻し工事

■埋め戻しの前には、必ず浄化槽本体の規定水位まで水張りを行って、水平および水漏れの有無   
   を確認してください。（放流ポンプ槽付の場合、放流ポンプ槽のみへの水張りはしないでくだ
   さい。）
■槽内に土砂が入らないように、マンホールにフタをしてください。
■埋め戻しの土は、石ころなどが混入しない良質土（山砂など）を用いてください。
■水締めを行いながら埋め戻し、突き棒などで必ず突き固めてください。

配管工事

■次の配管材料を準備してください。

■生活排水以外の特殊な排水は、絶対に浄化槽に流入させないでください。
■起点、屈曲点、合流点には、インバート升を設置してください。
   直線部分は、配管の内径の 120倍を超えない範囲で、インバート升を設置してください。
■流入管、流出管の勾配は 1/100 以上とし、逆勾配にならないように注意してください。
■臭突管には、汚水の配管を絶対に接続しないでください。

ブロワの設置工事・電気配線工事

配管名称 流入管、流出管 臭突管 送気管 (空気管 )

硬質塩化ビニルパイプ VP 100 または VU 100 VP 75 または VU 75 VP13

ブロワは機能、騒音、振動、保守点検を配慮して次のような場所に設置してください。　
   ■保守点検が容易に行える場所
   ■日陰で風通しがよい場所
   ■湿気が少なく粉塵が少ない場所　
   ■出来るだけ浄化槽に近い場所　
   ■寝室からなるべく離れた場所　
   ■浄化槽の水面より高い場所　
   ■大雨が降っても冠水しない場所　
   ■ブロワの周囲に積雪しない場所

ブロワと空気配管の接続は、右図のように行ってください。
   ■ブロワの基礎は、建物（家屋）の外壁から 20cm以上
      離し、かつ、建物（家屋）の基礎とつながらないよう
      にしてください。
   ■空気配管の上を車が通る場合は、厚み 15cm以上の
      鉄筋コンクリートで保護してください。
   ■空気管長さは、5m以内とし、曲がりは 5ヶ所以内と
　　してください。5mを超えて 10m以内の場合は、ブ
　　ロワ・浄化槽間の空気管路すべてを異径ソケットで
　　VP20に上げて、風量の低下を防いでください。

ブロワの電気配線工事は、右図のように行ってください。
   ■１頁の感電・発火事故防止を参照してください。
　   
　 ※漏電遮断器と防水型コンセントは、製品に含まれて
      いません。

10cm以上

空気管

ホ－スバンド

ゴムホ－ス

ブロワ

10cm以上

ブロワ

漏電遮断器
　（ELB）

防水型コンセント

工事例
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コンクリートスラブの打設工事

■埋め戻し工事が完了したら、マンホールの周囲にコンクリートを打設します。
■標準埋設の場合は、下図を参考にしてください。

空気配管の確認

■施工が完了したら、「工事チェックリスト」で工事の適正を確認後、試運転を実施してください。

試　　運　　転

(1) 空気配管の確認　　(2) 担体流動槽のばっ気状態確認　　(3) 循環水量の設定確認
試運転の項目

(1)
■空気配管に異常がないか、以下の構造を参考にして確認してください。
   次項の ｢担体流動槽のばっ気状態 ｣を確認して、著しくばっ気に偏りある場合には、
　自在継ぎ手がゆるんでないか、点検してください。

空気配管には、　
　  ①循環水量を設定する「循環バルブ」
　  ②循環エアリフトポンプの空気管が取り外せるように「自在継手」が 取り付けられています。

「自在継手」を２箇所緩めると、
循環エアリフトポンプの空気管を
取り外すことができます。

断面図

移送管の出口 循環エアリフト
ポンプ

循環バルブ
循環水移送管 掃除口

散気管

自在継ぎ手

空気配管

：自在継ぎ手

①

②

G.L G.L

100
35

マンホールロック

G.L 35
（マンホール枠上端） マンホール枠

浄化槽本体

コンクリート仕上げ面

単位(mm)
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(2) 担体流動槽のばっ気状態確認

有機物

散気管

空 気

空  気

嫌気ろ床槽
第２室から

沈殿槽へ

空 気

循環エアリフト

ポンプ

嫌気ろ床槽
第１室へ

■担体流動槽は、中空円筒状担体が充填してあり、上部・下部に担体流出防止の
　担体押さえ面、担体受け面が配置してあります。
■担体流動槽の底部には、散気管が配置してあります。試運転時には、ばっ気
　状態に偏りがないことを確認してください。
　偏りがある場合には、空気配管およびブロワに異常がないか点検してください。

(3) 循環水量の設定確認

■循環水量を実測し、次頁の範囲に入っているか確認してください。
　範囲に入っていない場合は、循環バルブで循環水量を調整してください。

・循環水量の測定は、所定の時間に移送される水量を実際に１リットル程度の
　容器に受け取り、１分間当たりの水量に換算して求めます。

水量目安線 移送管

計量器 循環バルブ

循環エアリフトポンプ

循環水移送管
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・循環水量は、(1) 使用水量 (水道使用量 )、(2) 実使用人員、(3) 人槽　の優先順位で
　判断して、下表の範囲になるように調整します。

  使用水量        (m3/ 日 ) 1.0 以下 1.0 超過 1.4 以下 1.4 超過 2.0 以下

  実使用人員 (人 )・人槽 5人以下 6～ 7人 8～ 10人

  循環水量          (L/ 分 ) 2.0 ～ 2.4 2.7 ～ 3.1 4.0 ～ 4.4

※ 1.5L/ 分以下の水量では、循環エアリフトポンプの送水が停止することがあります。

( 例 ) 5 人槽で 10秒間採水して、循環水量
　　が 600mLだった場合

　下表の範囲 (2.0 ～ 2.4) より多いので、
　循環バルブのコックを閉めて (目盛り
　を少ない方向に )、範囲内に入るよう
　に再度設定します。

 600 mL
  1000

 60 秒
  10

× ＝ 3.6L/ 分

■「循環バルブ」は、循環水量を
　設定するバルブです。
■バルブコックを
　・小さい数値の方向へ閉めれば、
　　循環水量が減ります。
　・大きい数値の方向へ開ければ、
　　循環水量は増えます。

循環バルブの設定

バルブコック

０

50

100

ﾌﾞﾛﾜ

流入 流出

循環水
移送管 循環ｴｱﾘﾌﾄﾎﾟﾝﾌﾟ

循環ﾊﾞﾙﾌﾞ

槽平面図

嫌気ろ床槽第1室 嫌気ろ床槽第2室

担体流動槽 沈殿槽

消毒槽


